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動物実験における薬物投与量の本一一ー
実験動物に薬物を使用するとき，ふだん用いている動物を，手順に従って処理
してゆくばあいには，薬物の投与量や投与法はきまっているようなもので苦労が
ない。しかしひとたび異なった動物を用いたりする段になると，あちこち本や文
献を探したり，誰かに聞いてみたり，はてはヒトへの応用量や LDsoから算出し
て，おそるおそるやってみなければならないことになる。
この本はそういうばあい極めて便利な本である。 Acetaldehydeにはじまり， 
Zoxazolamineまで 202種の薬物をとり上げ，そのマウス， ラット， モルモッ
ト，ネコ，イヌ，サルに対する静、注，腹腔内投与，筋注，皮下注，経口投与時の
致死量 (LDsoまたは MLD)および，いくつかの項目についての投与量を示し
であり，ものによっては invitroの応用量も記されてある。
たとえばクロルプロマランの静注時の LDsoは，マウス，ラット，ウサギ，イ
ヌについてそれぞれ 26，29，16，30 mgfkgであり，サルにおける鎮静量は，静
注，腹腔内投与，筋注，皮下注，経口投与でそれぞれ0ふ 5，0ム 0.63，4.74 
mgfkgとなっている。このほかクロルプロマジンの行動，脳波，心循環系に変化
を及ぼす量，バJレピツレイト催眠を増強する量，抗けいれん量，アドレナリン効
果遮断量，運動ネウロンの自発活性を抑制する量などについても，また invitro 
で心抑制，腸管抑制を現わす量なども載せられている。
特長的なことは，すべての薬物について同ーのパタンの一覧表として作られて
いることで，それらの量は巻末にあげられた 819の文献から抽出されており，量
の肩に文献番号のっけられていることである。ざっと目を通したところ，これら
の量の中には必ずしもわれわれの実験条件には全くは適合しないものもあり，表
中に空所のあるばあいも少なくない。
しかし基礎，臨床を間わず，およそ動物実験を行なおうとするものにとって，
手近に置いて役立つ本であると考えられ，おすすめできるものである。ご一覧な
さりたい方は脳機能研究施設図書係に申し出られたい。 (Y.H.) 
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